様式（第１０条第１項）

大阪大学免疫学フロンティア研究センター　飼養保管施設等設置承認申請書

申請年月日　　　年　月　日　　　　受付年月日　　年　月　日　　　　受付番号


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

免疫学フロンティア研究センター拠点長　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験動物管理者
所属・職　
氏名　　　　　　　　　　
連絡先（内線）

　　　　

下記（飼養保管施設・飼養保管室）の（設置・変更）について、承認を申請します。

記

	１．飼養保管施設又は飼養保管室（以下「施設」）の名称
	

	２．施設の管理体制
	<実験動物管理者>
経験年数：
<主たる飼養者>（人数が多い場合、別紙を追加して記載すること）

所属：　　職名：　　氏名：

連絡先：　　　　　経験年数：



	３．施設の概要
	１）建物の構造：（例：鉄筋コンクリート造）

２）空調設備：（例：温湿度制御、換気回数等）

３）飼養保管する実験動物種：



７）臭気、騒音、廃棄物等による周辺への悪影響防止策

	
	

	４．特記事項（例：化学的危険物質や病原体等を扱う場合等の設備構造の有無等）
	

	５．委員会記入欄
	調査月日：　　年　　月　　日

調査結果：□　申請された施設は動物実験規程第１０条第５項各号の要件を満たしている。

（条件等　□　改善後、使用開始すること。）

□　申請された飼養保管施設は動物実験規程第１０条第５項各号の要件を満たしていない。

（意見等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



	６．部局長承認欄
	承認：　　年　　月　　日

	
	本申請を承認します。

承認番号：第　　　　　　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部局長


添付資料　１）施設の位置を示す地図
添付資料　２）施設の平面図

飼養保管施設等設置承認申請書　記入要領

	全般
	・飼養保管施設を申請する場合の申請者は施設長、又は２以上の飼養保管室を統括する者とする。
・飼養保管室を申請する場合の申請者は、各研究室、実験室の主任研究者とする。

・動物実験規程第２条第１２号に規定する部局以外の学内施設を飼養保管施設等として登録する場合の申請者は当該学内施設長とし、審査は、主たる飼養者が所属する部局動物実験委員会が行うこととする。
・受付年月日、受付番号、部局委員会記入欄、部局長記入欄については記入しないで下さい。

	１．飼養保管施設又は飼養保管室（以下「施設」）の名称
	部局動物実験施設の場合は動物実験施設とし、学内のそれ以外の施設の場合は部局名、建物名、部屋名（部屋番号）を記入すること。

	２．施設の管理体制
	経験年数は、動物実験等の経験年数を記載すること。

主たる飼養者は、実際に実験動物の飼養保管を担当する者のみを記載すること。

	３．施設の概要
	項目の内容は、「動物実験の適正な実施に向けたガイドライン」（平成１８年６月１日付け日本学術会議公表）に記載されている内容を参考に記入すること。

	４．特記事項（例：化学的危険物質や病原体等を扱う場合等の設備構造の有無等）
	使用目的に記した内容と整合性を持たせ、化学的危険物質や病原体等を扱う際に必要な実験用設備が設置されている場合はその規格や性能、設置場所を記入すること。


